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異なる上層木に対する林床性シダ植物の種数及び種ごとの出現頻度の変化 

  信州大学大学院 総合工学系 D1 大杉周 

背景 

現在の地球上で約 13600 種、日本では約 700 種のシダ植物がいると仮定されており（佐

藤,宋 2006）、低地より山岳地帯に膨大な種数が生息している（Tryon, 1986; Moran, 1995）。

例として、ブラジル中央部の低地におけるシダ植物の種数が 235 種に対し、アンデス山脈で

は 2500 種が生息していた（Tryon and Cotant, 1975 ）。山岳地帯に多かった理由は、斜面

角度・日光や風雨による侵食の度合い、基質の岩石、そして標高などの様々な要因による大

規模な環境の不均質性にあると言われている（Moran, 1995）。また標高に対しても、低地

（800ｍ未満）から中間の標高帯（800ｍ－2000ｍ）にかけて増加し、高標高（森林限界）に

向かうに連れて減少する（Michael Kessler, 2000 ;Watkins et al., 2006）。以上から、シダ植

物にとって山岳地域の森林生態系は重要なハビタットである事は明らかである。 

しかし、森林内におけるシダ植物の分布の違いを生じる要因に関する研究は未だ少なく、

その要因を土壌の PH や攪乱（山火事）などの（非生物的な）環境要因から説明する場合が多

い。（深山・後藤 2000、Costa et al. 2005） 

森林植生学において生物同士の繋がり、特に上層木と下層植生の相関性は重要なテーマで

ある。森林植生を林冠層の種構成と造林までの過程から「スギ・人工林」といった森林タイ

プに区分して纏めることで、森林の環境や植生の区分や評価に使われている。 

そこで本研究では、上層を被覆する樹木が林床のシダ植物の種数と出現頻度に与える影響

について調査する事を目的とした。そして上層木とシダ植物の関係を、①林業的な森林タイ

プによる区分けとシダ植物の分布との対応関係、②（林冠）高木と低木層の 2層構造による

被覆と林床性シダ植物の位置関係の照合、の 2つの視点にまとめた。 

 津南を含めた苗場山麓ジオパークは、108 種（暖温性 51％、寒地性 40％）のシダ植物が

確認されている。標高や人里に応じて様々な森林タイプが混在する他、風穴地などの特殊な

環境によって、県内において貴重なシダ植物の生息地となっている。 

今回の調査では、スギ人工林とブナ二次林が隣接する森林はどのようなシダ植物の生息地

となっているか、他所の森林タイプと比較してどうなのか、について考察する。 

 

調査地域および方法 

（１）調査地域 

本研究は中部地域の中から、日本海側・内陸・太平洋側の 3 地域にそれぞれ調査地を定め

た（図１）。日本海側では新潟県から島嶼性の佐渡島、平地の人里に隣接している新津丘陵、

山奥の豪雪地帯である津南（苗場山麓）の 3 地点を調査地点とし、内陸部では長野県の松本

近辺を、太平洋側では静岡県の大井川流域を選択した。 

今回の調査地点である苗場山麓ジオパークからは、中魚沼郡津南町大字上郷上田にある森



林セラピー基地「樽田の森」を調査地点として定めた。標高 700ｍ前後のこの森林は広範な

ブナの二次林が主体であり、典型的な冷温帯夏緑樹林に分類される。そのため、ブナ林とス

ギ林の植生が隣接・混交する場所でもあり、それによる林床性シダ植物の分布の違いを確認

することを目的とした。 

（２）調査方法 

それらの調査地点において、森林タイプをスギ人工林とそれに隣接する二次林、両者の境

界となる混交林の３つに区分し、それぞれの森林タイプにおけるシダ植物の種組成と出現頻

度を調査した。 

調査方法としては、森林タイプの範囲内から胸行直径が 40cm を超えて林冠に到達する高

木を無作為に選択し、その樹冠下に出現した林床性シダ植物の種類を記録した。次に調査し

た木本を出現したシダ植物の種数で纏め、森林タイプにおけるシダ植物の出現頻度を加重平

均で求めた。 

他にも、他の調査地点との類似度の算出を地域全体のシダ植物の種組成から jaccard 指数

やクラスター分析で求め、今回の全調査地における津南のシダ植物群集の立場を求めた。こ

れらの統計解析には「R 3.2.0」を使用した、 

 

結果 

１回目（9 月 13・14 日）の調査で、スギ人工林でスギ 9 本から 12 種、ブナ二次林でブナ

14 本から 9 種、混交林でスギ 6 本とブナ 3 本から 8 種のシダ植物を確認した。２回目（10

月 14 日）で、スギ人工林でスギ 16 本から 13 種、ブナ二次林でブナ 66 本とサワグルミ 1 本

から 15 種、混交林でスギ 17 本とブナ 17 本から 17 種を確認した。 

森林タイプごとの最終的な出現種数は、スギ人工林で 16 種、ブナ二次林・混交林ともに

15 種であり、調査地点全体では 20 種であった（表 1）。出現回数は、スギ人工林はオクマワ

ラビ・ミゾシダ・ヤマイヌワラビが、混交林とブナ二次林はシシガシラ・ミヤマイタチシダ・

ヤマソテツが、そして共通種としてはホソバナライシダが多かった。 

 各森林タイプにおけるシダ植物の出現頻度は、スギ人工林で 1 本につき平均で 3.28 種、

混交林で 2.47 種、ブナ二次林で 1.23 であった（表 2,図 3）。Steel.Dwass 法による検定の結

果、ブナ二次林の出現頻度と他２つの森林タイプでは有意差が認められ（表 3）、ブナ二次林

における出現頻度は他の森林タイプより低いことが明確となった、 

各地域の森林タイプごとのシダ植物の出現種数頻度の比較（表 4）では、津南のブナ二次

林は新潟県内の他の森林タイプに比べて最も低くなった。 

jaccard 指数による地域間での類似度（表 5）では、津南に対して新津丘陵・佐渡島・佐渡

島のスギ原生林で類似度が 0.4～0.6 となっており、新潟県内の他調査地のシダ植物群集とは

類似性が高かったが、一方で長野県と静岡県とは低い結果となった。クラスター解析の結果

からは、津南を含む新潟県が固まった日本海側のクレードと長野県・静岡県による内陸・太

平洋側のクレードに分かれた。 



 

考察 

中部地区全体における出現種数頻度の比較では、スギ人工林における出現種数頻度は全箇

所で最大となったが、スギ人工林以外の森林タイプでは新潟県以外では軒並み低くなった。

シダ植物の種組成による類似度の比較では、津南のシダ植物の種組成は、長野県と静岡県と

はほぼ類似していなかった。これらのことから、地域相ごとに生息するシダ植物の種が変化

していても、スギ人工林にシダ植物の出現頻度が多いことはどの地域相でも変わらないこと

が示唆された。 

新潟県内における比較では、津南のシダ植物の種組成は新津丘陵、佐渡島、佐渡島のスギ

原生林の順に類似していた。主な共通種はオシダ、ヤマイヌワラビ、ミゾシダ、トウゲシバ

などのスギ林の林床に多いグループ、リョウメンシダ、シラネワラビ、ヤマソテツ、ミヤマ

イタチシダなどの冷温帯夏緑樹林に多いグループに、林道や乾燥地に強いシシガシラやイヌ

ガンソクであった。 

しかし出現種数の頻度について、津南のブナ二次林が隣接するスギ人工林と混交林も含め、

新潟県内の他の森林タイプに対しても低いことが明らかになった。長池（1999）の研究では、

多雪地のブナ林域においてスギ人工林，広葉樹二次林，ブナ皆伐母樹保残施業林、ブナ原生

林などを比較した結果、スギ人工林が最も有意に高く、固有種も多かった事が明らかとなっ

ている。これは間伐などの人為的撹乱強度の違いや林冠閉鎖による非耐陰種の消失などが挙

げられている。また、積雪地のブナ林は地表面の雪圧害とリター層の堆積により下層植生の

抑圧が働いている可能性が挙げられる。 

以上のことから、苗場山麓ジオパークのシダ植物は、新潟県の他の地域と同じようにスギ

人工林を主要な生息地の１つとして利用しており、ブナ林におけるシダ植物の出現量は制限

される可能性が示唆された。 

 

今後の予定 

林冠層と低木層の投影図を作成して、林床のシダ植物の分布図と重ねることで、高木と低

木の複層構造が林床性シダ植物の種類と出現頻度に与える影響について、積雪地の森林の代

表として調査する予定である。 
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図1) 各調査地の一覧
1.佐渡島 演習林 2.新津丘陵 3.津南
森林セラピー基地 4.松本 5.川根本
町水川 6.川根町葛籠



スギ林 混交林 ブナ林

イヌガンソク 1 2

イワシロイノデ 1 1

オクマワラビ 19 2

オシダ 1 2 1

サカゲイノデ 1 3 2

シシガシラ 4 26 21

シノブカグマ 3 1

ジュウモンジシダ 3 1

シラネワラビ 1

ゼンマイ 5 10 9

トウゲシバ 2

トラノオシダ 1

ホソバナライシダ 16 31 15

ハリガネワラビ 3 12 9

ミゾシダ 17 7 2

ミヤマイタチシダ 5 14 21

ヤマイヌワラビ 12 3 2

ヤマソテツ 6 8 18

リョウメンシダ 1 1 2

ワラビ 3 12 5

表1)津南における
森林タイプごとの樹冠下シダ植物の出現種と回数



表2)津南における森林タイプごとの
高木樹冠下シダ植物出現頻度に対する木本数

樹冠下の
シダ植物種数

スギ人工
林

混交林
ブナ二次
林

0 0 2 41
1 3 11 8
2 5 10 17
3 6 11 7
4 8 7 3
5 0 0 1
6 2 1 3
7 1 0 0
8 0 1 0
9 0 0 0
合計 25 43 80

樹木ごとの
平均出現種数

3.3 2.5 1.2 



図2)津南における森林タイプごとの
高木樹冠下シダ植物出現頻度に対する木本数
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 t p
スギ人工林：混交林 2.226499 6.68E-02

スギ人工林：ブナ二次林 5.209893 5.66E-07
混交林：ブナ二次林 4.513391 1.90E-05

表3)  Steel.Dwass法による、津南における
森林タイプごとの出現頻度の検定結果

a
a

b

図3)  津南における
森林タイプごとのシダ植物の出現頻度



表4)   中部地区の全調査地における、森林タイプの樹木ごとのシダ植物の出現種数の頻度

日本海側 内陸部 太平洋側

調査場所 調査数
出現種数
頻度

調査場所 調査数
出現種数
頻度

調査場所 調査数
出現種数
頻度

1
佐渡

スギ人工林 9 4.3 

4-1
藤井谷

スギ人工林 8 5.4 5
川根本町
水川

スギ林 22 1.6 

スギ天然林 15 3.6 混交林 18 2.2 混交林 30 0.9 

スギ混交林 10 3.5 広葉二次林 7 0.1 シイノキ林 16 0.3 

ヒバ天然林 10 2.4 

4-2
浅間温泉

スギ人工林 7 3.6 

6
川根町
葛籠

スギ林 21 2.4 

アカマツ天
然林

5 2.0 ヒノキ人工林 8 0.0 混交林 22 0.6 

トウヒ人工林 5 1.8 アカマツ二次林 12 0.1 コナラ林 15 0.3 

2
新津丘陵

スギ人工林 30 3.6 クヌギ二次林 5 0.0 シイノキ林 25 0.2 

混交林 19 1.2 

コナ二次林 16 2.0 

3
津南

スギ人工林 25 3.3 

混交林 43 2.5 

ブナ二次林 80 1.2 



津南 新津丘陵 佐渡島
佐渡島スギ
原生林

長野県
.藤井谷

長野県.
浅間温泉

川根町
葛籠

川根本町
水川

津南 1

新津丘陵 0.6 1

佐渡島 0.483 0.423 1

佐渡島スギ原生林 0.478 0.474 0.444 1

長野県.藤井谷 0.188 0.103 0.229 0.172 1

長野県.浅間温泉 0.087 0.118 0.071 0.105 0.136 1

川根町葛籠 0.091 0.059 0.074 0.111 0 0 1

川根本町水川 0.083 0.053 0.069 0.048 0 0 0.5 1

表5)   jaccard指数による中部地区各調査地の類似度（算出には「R 3.2.0」を使用した）
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図4) 中部地区各調査地のシダ植物種組成による
クラスター分析
（距離はウォード法 算出には「R 3.2.0」を使用した）



佐渡島 長野県. 長野県. 静岡県 静岡県
スギ原生林 藤井谷 浅間温泉 川根町葛籠 川根本町水川

Adiantum pedatum イノモトソウ ホウライシダ クジャクシダ 1 0 0 0 0 0 0 0

Athyrium vidalii イワデンダ メシダ ヤマイヌワラビ 1 1 1 1 1 0 0 0

Pentarhizidium orientale イワデンダ コウヤワラビ イヌガンソク 1 0 1 1 0 0 0 0

Deparia pycnosora イワデンダ オオシケシダ ハクモウイノデ 1 1 0 0 1 0 0 0

Anisocampium niponicum イワデンダ ウラボシノコギリシダ イヌワラビ 1 0 0 0 1 0 0 0

Athyrium yokoscense (Franch. et Savat.) Christ イワデンダ メシダ ヘビノネゴザ 0 0 0 0 1 0 0 0

Athyrium clivicola イワデンダ メシダ カラクサイヌワラビ 1 0 0 0 0 0 0 0

Diplazium squamigerum イワデンダ ノコギリシダ キヨタキシダ 1 0 0 0 0 0 0 0

Cornopteris decurrenti ‐ alata イワデンダ シケチシダ シケチシダ 1 0 0 0 0 0 0 0

Gleichenia japonica ウラジロ ウラジロ ウラジロ 0 0 0 0 0 0 1 1

Dryopteris crassirhizoma オシダ オシダ オシダ 1 1 1 1 1 1 0 0

Arachniodes borealis オシダ カナワラビ ホソバナライシダ 1 1 1 1 1 1 0 0

Dryopteris sabaei オシダ オシダ ミヤマイタチシダ 1 1 1 1 0 0 0 0

Polystichum retroso-paleaceum オシダ イノデ サカゲイノデ 1 1 1 1 0 0 0 0

Arachniodes standishii オシダ カナワラビ リョウメンシダ 1 1 1 1 0 0 0 0

Polystichum tripteron オシダ イノデ ジュウモンジシダ 1 0 1 1 0 0 0 0

Polystichum ovatopaleaceum オシダ イノデ イワシロイノデ 1 0 0 1 1 0 0 0

Dryopteris lacera (Thunb.) オシダ クマワラビ クマワラビ 1 1 0 0 1 0 0 0

Dryopteris erythrosora オシダ ベニシダ ベニシダ 0 0 0 0 0 0 1 1

Dryopteris uniformis オシダ オシダ オクマワラビ 0 0 0 1 1 0 0 0

Polystichum braunii オシダ イノデ ホソイノデ 0 0 0 0 1 1 0 0

Dryopteris nipponensis オシダ オシダ トウゴクシダ 0 0 1 0 0 0 0 0

 Dryopteris expansa (C.Presl) Fraser-Jenk. et Jermy オシダ オシダ シラネワラビ 0 1 0 0 0 0 0 0

Dryopteris polylepis オシダ オシダ ミヤマクマワラビ 0 0 0 0 1 0 0 0

Arachniodes mutica (Franch. et Sav.) Ohwi オシダ カナワラビ シノブカグマ 0 0 0 1 0 0 0 0

Crytomium fortunei J. Sm オシダ ヤブソテツ フユノハナワラビ 1 0 0 0 0 0 0 0

Cyrtomium fortunei var.clivicola オシダ ヤブソテツ ヤマドリゼンマイ 0 1 0 0 0 0 0 0

Plagiogyria matsumureana キジノオシダ キジノオシダ ヤマソテツ 1 1 0 1 0 0 0 0

Matteuccia struthiopteris コウヤワラビ クサソテツ クサソテツ 1 0 0 0 0 0 0 0

Pteridium aquilinum コバノイシカグマ ワラビ ワラビ 0 0 0 1 0 0 0 0

Dennstaedtia wilfordii 　 (T.Moore) Christ ex C.Chr. コバノイシカグマ コバノイシカグマ オウレンシダ 0 0 0 0 1 0 0 0

Microlepia marginata コバノイシカグマ フモトシダ ヒメワラビ 0 0 0 0 0 1 0 0

Blechnum niponicum シシガシラ ヒリュウシダ シシガシラ 1 1 1 1 0 0 1 0

Osmunda japonica ゼンマイ ゼンマイ ゼンマイ 1 0 1 1 0 0 0 1

Osmunda cinnamomeum Or. var. fokiense Tagawa ゼンマイ ゼンマイ ヤブソテツ 0 0 0 0 1 0 0 0

Cyrtomium fortunei var.clivicola ゼンマイ ゼンマイ ヤマヤブソテツ 0 0 0 0 0 1 0 0

Asplenium incisum チャセンシダ チャセンシダ トラノオシダ 0 0 0 1 1 0 0 0

Equisetum arvense トクサ トクサ スギナ 0 0 0 0 1 0 0 0

Botrychium nipponicum Makino ハナヤスリ ハナワラビ アカハナワラビ 0 0 0 0 1 0 0 0

Botrychium virginianum (L.) Sw. ハナヤスリ ハナワラビ ナツノハナワラビ 0 0 0 0 1 0 0 0

Botrychium ternatum ハナヤスリ ハナワラビ フモトシダ 0 0 0 0 0 0 0 1

Lycopodium serratum ヒカゲノカズラ ヒカゲノカズラ トウゲシバ 1 1 0 1 0 0 1 1

Stegnogramma pozoi ヒメシダ ミゾシダ ミゾシダ 1 1 1 1 0 0 0 0

Thelypteris japonica ヒメシダ ヒメシダ ハリガネワラビ 0 1 1 1 0 0 0 0

Thelypteris laxa ヒメシダ ヒメシダ ヤワラシダ 0 0 0 0 0 0 1 1

 Thelypteris torresiana

(Gaud.) Alston var. calvata 　 (Bak.) K.Iwats

Coniogramme intermedia ホウライシダ イワガネゼンマイ イワガネゼンマイ 0 0 0 0 0 1 0 0

Deparia conilii メシダ オオシケシダ ホソバシケシダ 0 0 0 0 1 0 0 0

Deparia japonica メシダ オオシケシダ シケシダ 0 0 0 0 0 0 0 1

1 0 0 00

Ａppendix .中部地区の各調査地におけるシダ植物の出現種　（存非データ）

学名 科 族 種
調査地

佐渡島 新津丘陵 津南

ヒメシダ ヒメシダ ヒメワラビ 1 0 0


